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松
木
明
知
氏
は
、
津
軽
、
北
海
道
を
中
心
と
す
る
多
く
の
歴
史

資
料
の
復
刻
・
出
版
に
よ
り
日
本
の
医
学
史
研
究
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
、
松
木
明
知
・
花
田
要
一
編
『
津

軽
医
事
文
化
史
料
集
成
御
国
日
記
』
二
巻
二
九
九
三
、
九
四
年
）

が
あ
る
。

『
御
国
日
記
』
は
弘
前
藩
庁
日
記
の
、
国
許
で
し
る
さ
れ
た
部
分

で
、
寛
文
一
年
（
一
六
六
一
年
）
か
ら
元
治
一
年
（
一
八
六
五
年
に
か

か
る
）
に
い
た
る
三
三
○
○
余
冊
で
、
弘
前
市
立
図
書
館
の
所
蔵
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
医
事
関
係
部
分
を
抄
出
し
た
の
が
、
前
記
二
冊

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
嬢
狂
お
よ
び
自
害
な
ど
に
関
す
る
記
事
を

ひ
ろ
っ
て
み
た
。

藩
主
一
族
と
お
も
わ
れ
る
人
に
つ
い
て
は
何
回
も
の
記
述
も
あ

っ
た
が
、
一
般
に
は
ご
く
み
じ
か
い
記
載
だ
け
で
、
そ
の
病
状
の

う
か
が
え
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
（
精
神
状
態
よ
り
は
疵
に

９
弘
前
藩
「
御
国
日
記
」
に
み
る
艤
狂
に
つ
い
て

岡
田
靖
雄

く
わ
し
い
）
・

見
落
と
し
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
ひ
ろ
わ
れ
た
の
は
計
三
一
例

で
あ
る
。
ま
ず
自
害
・
自
傷
は
計
一
○
例
で
、
自
害
は
七
例
（
男
六
、

女
一
）
、
相
対
死
お
よ
び
同
未
遂
は
計
二
例
（
記
載
の
主
体
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
女
一
、
男
二
、
陰
茎
切
り
落
と
し
男
一
例
で

あ
っ
た
。
乱
心
・
乱
気
・
病
気
に
よ
る
自
害
・
同
未
遂
・
自
傷
は

計
八
例
で
、
自
害
が
六
例
（
男
二
、
女
四
）
、
同
未
遂
が
女
一
例
、
自

傷
が
男
一
例
で
あ
っ
た
。
乱
心
・
病
気
に
よ
る
殺
人
・
傷
害
は
計

三
例
で
、
殺
人
、
自
他
傷
、
他
傷
が
そ
れ
ぞ
れ
男
一
例
ず
つ
で
あ

っ
た
（
ほ
か
に
、
飲
酒
他
傷
が
男
一
例
）
。

癬
狂
圏
の
病
気
は
計
一
○
例
で
、
乱
心
二
例
（
男
）
、
乱
心
入
牢

男
一
例
、
癩
狂
で
大
声
男
一
例
、
て
ん
か
ん
男
一
例
、
う
っ
状
態

ら
し
い
病
気
女
一
例
、
う
っ
症
で
死
亡
女
一
例
、
老
年
疾
患
か
脳

器
質
疾
患
ら
し
い
男
一
例
、
気
分
す
ぐ
れ
ず
男
一
例
、
不
眠
男
一

例
（
不
眠
を
理
由
に
御
年
始
流
頂
戴
御
用
捨
）
で
あ
る
。
葱
き
も
の
、

酒
乱
は
で
て
こ
な
い
。

つ
ぎ
に
、
つ
か
わ
れ
て
い
る
病
症
名
ま
た
は
状
態
記
載
を
み
る

と
（
五
病
名
の
一
例
、
二
病
名
の
一
例
を
ふ
く
む
）
、
乱
気
五
、
乱
心

四
、
狂
乱
一
、
癩
狂
二
、
血
狂
一
、
鯵
症
一
、
癩
病
一
、
澗
症
一
、
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驚
症
一
、
乱
気
一
、
積
気
一
、
気
分
す
ぐ
れ
ず
三
、
不
眠
一
で
あ

っ
た
。処

遇
に
つ
い
て
と
く
に
記
載
の
あ
る
も
の
は
三
例
で
あ
る
。
乱

心
で
気
分
が
む
さ
く
さ
し
て
父
親
に
き
り
つ
け
た
男
を
「
座
籠
江

入
置
可
申
趣
」
も
う
し
わ
た
し
た
。
乱
気
の
た
め
親
戚
に
あ
ず
け

ら
れ
た
町
医
が
壁
を
こ
わ
し
て
に
げ
た
の
で
、
「
座
敷
籠
江
入
不
取

避
様
預
り
置
候
様
」
も
う
し
わ
た
し
た
。
こ
の
者
が
七
年
後
に
病

死
し
た
と
き
に
は
、
親
戚
宅
の
「
牢
屋
一
一
差
置
」
い
た
と
あ
る
。

家
来
が
乱
心
同
様
で
手
に
あ
ま
る
の
で
、
町
奉
行
に
た
の
み
縄
下

に
仕
置
き
し
て
い
る
か
ら
、
「
入
牢
仰
付
被
下
度
旨
」
、
願
い
の
通

り
。
こ
の
者
に
つ
い
て
は
三
か
月
後
に
出
牢
願
い
が
で
て
い
る
。

少
数
例
で
あ
る
が
、
許
可
を
え
て
の
座
敷
牢
、
入
牢
の
処
遇
の
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
れ
ら
が
ど
の
程
度
に
慣
習
化
さ

少
数
例
で
あ
る
が
、
許
可
を
え
て
（

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
叱

れ
て
い
た
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
乱
心
に
よ
り
城
中
で
他
人
に
手
疵
を
お
わ

せ
た
者
を
か
ら
め
と
り
、
「
手
錠
之
上
宿
元
へ
相
下
候
」
。
き
ら
れ

た
相
手
は
翌
日
死
亡
し
て
い
る
が
、
乱
心
者
が
宿
先
で
ど
う
処
遇

さ
れ
て
い
る
か
の
記
載
は
な
い
。
養
父
が
瀧
狂
で
二
、
三
町
も
と

お
る
大
声
を
だ
す
の
で
、
ご
参
詣
の
と
き
御
聴
に
達
す
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
と
ど
け
て
お
く
、
と
の
例
で
の
処
遇
に
つ
い
て
の
記

載
も
な
い
。

左
内
殿
、
兵
庫
殿
息
女
（
お
よ
び
お
付
き
の
者
）
、
津
軽
大
助
殿
、

造
酒
之
丞
殿
は
藩
主
一
族
で
あ
ろ
う
、
く
り
か
え
し
記
事
が
で
て

い
て
、
病
状
も
あ
る
程
度
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ば
、
津
軽
大
助

は
、
短
気
、
乱
暴
と
い
っ
た
性
格
変
化
を
と
も
な
う
難
治
性
の
て

ん
か
ん
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
自
分
の
手
に
お
え
ぬ
か
ら
と
医
師

は
た
び
た
び
か
わ
り
、
病
名
も
澗
症
、
願
澗
、
驚
症
、
癒
狂
、
乱

気
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

『
御
国
日
記
』
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
ご
く
一
部
分
の
人
だ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
も
当
時
の
顧
狂
事
情
が
い
く
ら
か
わ

か
る
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）


